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第
百
二
十
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
旧
都
市
計
画
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
都
道
府
県
知
事
の

許
可
証
で
新
都
市
計
画
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
許
可
に
係
る
も
の
は
、
当

該
市
長
に
係
る
新
都
市
計
画
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
許
可
証
と
み
な
す
。

４

第
百
二
十
条
の
規
定
の
施
行
前
に
都
道
府
県
知
事
が
し
た
旧
都
市
計
画
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に

つ
い
て
の
不
許
可
の
処
分
に
係
る
土
地
の
買
取
り
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
並
び
に
新
都
市
計
画
法
第
五
十
五

条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
十
九
条

第
百
二
十
一
条
の
規
定
（
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
か
ら
第
七
条
の
七
ま
で
、
第
六
十
条
か
ら
第
六

十
二
条
ま
で
、
第
六
十
六
条
、
第
九
十
八
条
、
第
九
十
九
条
の
八
、
第
百
三
十
九
条
の
三
、
第
百
四
十
一
条
の
二
及

び
第
百
四
十
二
条
の
改
正
規
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
第
百
二

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
再
開
発
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
六
十
七
条
に
お
い
て
「
旧
都
市
再
開

発
法
」
と
い
う
。）第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
七
条
の
六
第
二
項
、
第
六
十

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
若

し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
っ
た
許
可
そ
の
他
の
行
為
又
は
現
に
旧
都
市
再
開
発
法
第
七
条

の
四
第
一
項
、
第
七
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
六
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
一
条
第
一

項
、
第
六
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
若
し
く
は
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
再
開
発
法
（
以
下

こ
の
条
及
び
附
則
第
六
十
七
条
に
お
い
て
「
新
都
市
再
開
発
法
」
と
い
う
。）第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
七
条
の
五
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
七
条
の
六
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
、第
六
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
又
は
第
九
十
八
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
市
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
長
が

行
っ
た
許
可
そ
の
他
の
行
為
又
は
当
該
市
長
に
対
し
て
行
っ
た
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
百
二
十
一
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
旧
都
市
再
開
発
法
第
六
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

都
道
府
県
知
事
の
許
可
証
で
新
都
市
再
開
発
法
第
六
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
市
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
許
可
に
係
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
市
長
に
係
る
新
都
市
再
開
発
法
第
六
十

二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
証
と
み
な
す
。

３

第
百
二
十
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
都
道
府
県
知
事
が
し
た
旧
都
市
再
開
発
法
第
七
条
の
四
第
一
項
の
許
可
の
申

請
に
つ
い
て
の
不
許
可
の
処
分
に
係
る
土
地
の
買
取
り
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
及
び
新
都
市
再
開
発
法
第
七

条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

第
百
二
十
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
都
市
再
開
発
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
自

ら
し
、
又
は
第
三
者
を
し
て
さ
せ
た
代
執
行
に
つ
い
て
は
、
新
都
市
再
開
発
法
第
九
十
八
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
第
八

条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
協
議
の
申
出
は
、
第
百

二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
第
八
条
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
通
知
と
み
な
す
。

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
一
条

第
百
二
十
五
条
の
規
定
（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
前
に
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
又
は
同
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
申
出
に
係
る
土

地
の
買
取
り
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
都
市
緑
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
十
二
条

第
百
二
十
八
条
の
規
定
（
都
市
緑
地
法
第
二
十
条
及
び
第
三
十
九
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
緑
地
法
（
以

下
こ
の
条
及
び
附
則
第
九
十
条
に
お
い
て
「
旧
都
市
緑
地
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

が
定
め
た
緑
地
保
全
計
画
若
し
く
は
旧
都
市
緑
地
法
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
三
項

若
し
く
は
第
四
項
（
旧
都
市
緑
地
法
第
十
三
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
第

五
項
若
し
く
は
第
六
項
（
旧
都
市
緑
地
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）、
第
八
条
第
二
項
、
第
四
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
旧
都

市
緑
地
法
第
十
五
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
条
第
一
項
（
旧
都
市
緑
地
法
第

十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
旧
都
市
緑
地
法
第
十
九
条
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
二
十
四

条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
十
五
条
第
五
項
（
市
民
緑
地
契
約
の
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域
が
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が

行
っ
た
許
可
そ
の
他
の
行
為
又
は
現
に
旧
都
市
緑
地
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第

四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
若
し
く
は
第
八
項
、
第
二
十
四
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都

市
緑
地
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
九
十
条
に
お
い
て
「
新
都
市
緑
地
法
」
と
い
う
。）第
六
条
第
一
項
、
第
五
項

若
し
く
は
第
六
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
（
新
都
市
緑
地
法
第
十
三
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
（
新
都
市
緑
地
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十

三
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
八
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
若
し
く
は
第
六

項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
新
都
市
緑
地
法
第
十
五
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
条
第
一
項
（
新
都
市
緑
地
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
新
都
市
緑
地
法
第
十
九
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
第
四
項
又
は
第
五
十
五
条
第
五
項
若

し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
市
若
し
く
は
市
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
当
該
市
が
定
め
た
緑
地
保
全
計
画
若
し
く
は
当
該
市
若
し
く
は
市
長
が
行
っ
た
許
可
そ
の
他
の
行
為
又

は
当
該
市
長
に
対
し
て
行
っ
た
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
百
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
都
道
府
県
知
事
が
し
た
旧
都
市
緑
地
法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に

つ
い
て
の
不
許
可
の
処
分
に
係
る
土
地
の
買
入
れ
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
新
都
市
緑
地
法
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

第
百
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
都
市
緑
地
法
第
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知

事
に
対
し
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
新
都
市
緑
地
法
第
十
四
条
第
五
項
又
は
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
市
長
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
で
、
第
百
二
十
八
条
の
規
定
の

施
行
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
市
長
に
対
し
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い

な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

第
百
二
十
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
都
市
緑
地
法
第
五
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が

し
て
い
る
協
議
の
申
出
（
市
民
緑
地
契
約
の
対
象
と
な
る
土
地
の
区
域
が
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
限
る
。）は
、
新
都
市
緑
地
法
第
五
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
六
十
三
条

第
百
三
十
一
条
の
規
定
（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
七
条
、
第
二
十
六
条
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
七
条
、第
百
四
条
及
び
第
百
九
条
の
二
の
改
正
規
定
に
限
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
の
際
現
に
効
力
を
有
す
る
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
大
都
市

地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
大
都
市
住

宅
等
供
給
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
第
二
項
（
旧
大
都
市
住
宅
等
供
給
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お

œ™
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